
 

  

 
 

 
  

聖霊降臨節
せいれいこうりんせつ

 

第
だい

8主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

 
  

《礼拝
れいはい

はインターネットで中継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

（黙 祷
も く と う

）AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

招
まね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

   119編
へん

 130－132節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－360番
ばん

「人
ひと

の目
め

には」（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

聖  書
せ い し ょ

 マルコによる福音書
ふくいんしょ

 8 章
しょう

 22－26節
せつ

 

お 祈
いの

 り 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－520番
ばん

「真実
しんじつ

に清
きよ

く生
い

きたい」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

メッセージ 「放
ほう

っておけない仲間
な か ま

」   牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－486番
ばん

「飢
う

えている人
ひと

と」（©JASRAC） 

主
しゅ

の祈
いの

り 21－62番
ばん

「天
てん

にいます 私
わたし

たちの父
ちち

」（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

改訂
かいてい

委員会
いいんかい

） 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ばん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ばん

）（©著作権
ちょさくけん

消滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4頁
ページ

をご参照
さんしょう

ください） 
 

《お隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
ささげもの

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2022 年 7 月 24 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 65 巻第 15 号（通算 3297 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマ ５：５） 



招きの詞 詩編 119 編 130－132 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

130あなたの言葉が開かれると光が射し 

無知な者にも悟りを与えます。 

131あなたの戒
いまし

めを慕
した

い求めて 

私は口を開け、あえぎました。 

132私の方を向き、憐
あわ

れんでください 

御名
み な

を愛する者への a裁きに従って。 （脚注 a：別訳「しきたり」） 

 

聖書 マルコによる福音書 8 章 22－26（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 22一行はベトサイダに着いた。

人々が一人の盲人をイエスの

ところに連れて来て、触れてい

ただきたいと願った。23イエス

は盲人の手を取って、村の外に

連れ出し、その両目に唾
つば

をつけ、

両手をその人の上に置いて、

「何か見えるか」とお尋ねにな

った。24すると、盲人は見える

ようになって、言った。「人が見

えます。木のようですが、歩い

ているのが分かります。」25そこ

で、イエスがもう一度両手をそ

の目に当てられると、見つめて

いるうちに、すっかり治り、何

でもはっきり見えるようにな

った。26イエスは、「村に入って

はいけない」と言って、その人

を家に帰された。 

 

 

 

（地図：山口雅弘 2022『ガリラヤに生きたイエス』107 頁） 



 

《先週のメッセージより》2022 年 7 月 17 日 メッセージ 

「偽りの夢 真実の夢」より       牛田匡牧師 

聖書 エレミヤ書 23 章 16－32 節 

 今回のお話は、預言者エレミヤの言葉でした。預言者は、神の言葉を人々に

告げる存在ですが、エレミヤ以外にも何人もいました。そして人々に「あなた

がたには平和が臨む」「災いは来ない」と優しい預言を語る預言者たちがいた中

で、エレミヤは反対に「もうすぐ苦難が来る。裁きが来る」という厳しい預言

を語りました。どちらが真実の預言で、どちらが偽の預言なのか。その結果は

歴史が証明しています。今、聖書を読んでいる私たちは、その後の歴史を見て、

エレミヤの方が真実の預言をしていたと知っています。しかし、もしも自分が

当事者として生きている時に、「このままでは苦難が来る」という厳しい言葉

と、「神様が一緒にいてくれるから、私たちには災いは来ない」という優しい言

葉とが告げられたら、私たちはどちらの言葉に耳を傾け、どちらの方向に歩ん

でいくでしょうか。 

 しかし、そもそも「〇〇すれば、こうなるだろう／はずだ」という考え方自

体が、本当に真実なものなのでしょうか。私たちの目から見て、たとえどんな

に正しい人、立派な人、信仰深い人であっても、病気になることもあれば、事

故に遭ったり、災害に見舞われたりすることもあります。むしろ、いい人の方

にばかり、苦難なのか試練なのか、しんどいことがたくさん与えられているよ

うにすら感じることもあります。「何故、どうして」と思います。それこそ「神

様はどこにいるのか」とすら感じます。しかし、聖書は「神は、天をも地をも

満たしている」（エレミヤ 23：24）と言い、「私たちの方こそが、神様の御手の

中にいる」（詩 139：５）と告げています。それは「正しい信仰を持ち、神様の

御手の中に生かされていることに気付いていれば、災難に見舞われることはな

い」ということではありません。聖書が告げているのは、「〇〇すれば、こうな

るはずだ」「こうなったのは、〇〇しなかったせいだ」という考え方からの脱却、

卒業です。言い換えるならば、「どんなに苦難や試練に見える中でも、そこでも

命の神が隣にいて、共に歩んでくれている」「そこが神様の御手の中」というこ

とです。「偽の預言」「偽りの夢」に目を向けて、その事実から目を逸らすので

はなく、神様からの助けを得て、神様と共にあって、今、この時の現実に目を

向けて、その現実を受け止めて歩み出そうということです。 

 私たちの目の前には、すぐには正解が分からない課題もあれば、右と左とど

ちらを選べばよいか分からないこともあります。そのような時も、すぐに答え

を出そうとするのではなく、命の神の御心はどこにあるか、イエス様ならどう

するかを祈り求めながら、私たちは今日もここから歩み出していきます。 

 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 7 月 17 日 

 主日礼拝出席 大人 3 名 中継動画再生数 10 回 

  献金  大人 2,000 円   感謝 
 

◎次週 2022 年 7 月 24 日（日）聖霊降臨節第 8 主日礼拝 

 招きの詞 詩編 49 編 2－5 節 

 聖書 コヘレトの言葉 1 章 2, 12－14 節、2 章 18－23 節 

 メッセージ「太陽と傲
おご

りの中で」岡嶋千宙伝道師   

 賛美歌 21－84 番（©P.D.）、21－575 番（©JASRAC）、21－158 番（©JASRAC） 

 礼拝はインターネットで中継配信いたします。 

◎お知らせ 

・新型コロナウイルス感染症の感染爆発「第 7 波」が到来し、再び感染者が急増し続

けています。ご自身の感染予防のためにも、他人に感染させないためにも、教会堂

に集まる形での礼拝にこだわらず、インターネットの中継配信を利用したご在宅

での礼拝など、それぞれの方が参加しやすい形で礼拝にご参加ください。「週報」

や「メッセージ（全文）」はホームページからダウンロードしていただくことがで

きます。 

・本日の礼拝後には、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、いこい食堂にお

届けします。どなたでもご参加ください。 

・7 月 21 日（木）早朝に、入院されていた       さんが召天されました。

ご葬儀はコロナ禍のためにご親族のみで、                  

行われました。ご遺族やご関係者の皆様の上に、神様からの平安と慰めが豊かにあ

りますように祈ります。 

・8 月 6 日（土）13 時半～16 時に、日本ク 

リスチャンアカデミー・関西セミナーハウ 

ス主催の講演会「今なお差別される沖縄」 

が会場とリモート（ZOOM）の併用形式で 

開催されます。参加費は 1,500 円（学生は 

500 円）です。申込期限は 8 月 3 日（水） 

です。 

 会場へのアクセスや詳細は、関西セミナー 

ハウス活動センターのウェブサイトを 

ご参照ください。 

https://www.academy-kansai.org/index.php 

 

◎ 次週以降の行事予定  

 メッセージ 行事 

7/31 岡嶋伝道師 誕生者祝福式 

8/7 牛田牧師 平和聖日・ユーカリスト・（考える会なし） 

8/14 水谷牧師  

8/21 岡嶋伝道師  

 
 

https://www.academy-kansai.org/index.php

